
 

 

 

 

 

 

 

                                            校長 山添 和人 

 

明日から夏休みです。夏休みは、学校制度が始まった明治時代からあるようで、当時は、欧米の教育を

取り入れて日本をよくしていこうという考えがあり、夏休みの制度もそのまま欧米の真似をしたという

のが通説のようです。「夏は暑すぎて学習に集中できないから休みにしよう」というわけではなかったよ

うです。 

さて、そんな夏休みが明日から始まります。期間は３５日もあります。とても長いこの期間をどのよう

に過ごすか。３５日もあるからといって、無計画に貴重な時間を消費してしまってはもったいないです

ね。学校で過ごしていた時間を有意義に過ごし、心身ともに成長できる夏休みにしたいものです。 

さて、「夏休み」の教育的な価値は大きく３つあると思っています。 

１つ目は、通常の学校生活では体験できないことに取り組むということです。普段、学校で過ごしてい

る時間を他のことに充ててよいのです。もちろん学校からの課題もありますが、それでも時間はたっぷり

あります。「祭り等の地域の行事に積極的に参加する」「各種の夏休みイベントに参加してみる」「科学研

究に時間をかけてじっくり取り組んでみる」「絵画や工作など、時間をかけて大作を仕上げてみる」など、

自分なりに「これだ！」と思える活動に挑んでほしいと思います。夏休み明けに子どもたちが体験したこ

とを自分の言葉で担任の先生にいきいきと話す姿を期待したいです。 

２つ目は、自分の夏休みの目標や計画を忘れず、実行し、自主・自律の生活態度を身に付けるというこ

とです。夏休み中は校時表がありません。担任の先生の指示もありません。自分で決めて動くことが前提

となります。しかし、時間がたくさんあるため、徐々に気持ちも緩みがちになり、休みの後半は計画がう

やむやになることが少なくありません。自分の夏休みの計画を基に自分から動き、それを継続できるかが

とても重要です。この実現にはご家庭の協力が不可欠です。自主的に自分の計画を実行できている時は大

いに褒め、そうでない時には、促していただき、自分の決めたことに責任をもってやり遂げる気持ちや態

度を育んでいきたいものです。ご協力をお願いいたします。 

３つ目は、心の休養です。４月から４か月の間、子どもたちは、学校での生活が中心の毎日でした。

学校で過ごすということは、家庭と全く違う環境に身を置き、様々な教育活動に取り組むということです

から、それなりに緊張感はあるものです。本人は気づいていなくても、心の疲れは蓄積しているかもしれ

ません。心身がリラックスできる家庭で普段よりもたくさんの時間を家族と過ごすことそのものが心の

休養となり、心のエネルギーが充電されるのではないでしょうか。しっかり充電して２学期を迎えてほし

いです。 

８月２９日（火）、７８名の子どもたちが、また元気なあい 

さつとともに張り切って登校する日を楽しみにしています。 
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有意義な夏休みに 



【尾瀬学習に行ってきました】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜８・９月の主な予定＞ 

 

 

 

 

 

１４日（木）市親善陸上大会（６年） 

１８日（月）敬老の日 

２０日（火）元気アップ・家庭学習強調週間（～26 日） 

２１日（水）委員会 

２６日（火）音楽朝会 

２８日（木）クラブ 

 

（8/28まで） 

       

２９日（火）２学期始業式 ４時間授業  

発育測定（高）           

３１日（水）避難訓練・発育測定（低）・委員会 

９/１ （金）発育測定（中）           

７日（木）クラブ          

１１日（月）学習参観・PTA講演会・学年懇談会 

７月５・６日に、５年生は、尾瀬学習に行ってきました。今年度は、尾瀬沼と尾瀬ヶ原を２日間で

横断するという計画で、例年よりも体力を必要とする自然体験活動となりました。 

子どもたちは、アップダウンを繰り返して山を抜け、尾瀬沼や尾瀬ヶ原の木道を歩き、後半は、疲

れからくる足の痛みがありましたが、弱音をはくことなく、最後まで歩き通しました。本当によくが

んばりました。また、２日間とも天候に恵まれたことで、尾瀬の豊かな自然を余すところなく体いっ

ぱいに感じることでき、併せて、その自然を守るための様々な取組についても体験を通して学ことが

できました。心身ともに成長することできた実りのある２日間でした。 

 

 

 

 

 

 

―御礼―    

新潟県の教育広報紙「かけは

し」５５号が県のホームページ

に掲載されております。興味の

ある方は、右のＱＲコードを読

み取り、県ホームページをお開

きください。 

７３日間の１学期が終わりました。この間、毎日の教室での授業や校外学習、運動会や遠足、修学

旅行、尾瀬学習等の学校行事を通して、子どもたちの学力向上、豊かな心の育成、たくましい体づくりに

取り組んでまいりました。子どもたちは、一人一人が自分なりの目標をもって様々教育活動に精一杯取り

組み、心身ともに確実に成長いたしました。７８人の子どもたちが大きな事故やけがもなく、安全に安心し

て、元気に学校生活が送れたのも、保護者・地域の皆様のご理解とご協力のおかげです。心より御礼申

し上げます。ありがとうございました。２学期も変わらぬご支援をお願いいたします。 


